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４ 管理・分析機能の向上
経営戦略立案に活かせるデータの有効活用を実現

幅広い業種に対応できるよう、豊富なマスタースペックをご用意1.1.商品管理の充実商品管理の充実

2.2.業務プロセスの改善業務プロセスの改善

●売掛金（買掛金）管理の徹底を実現
未回収（未支払）のチェックを確実にし、回収（支払）漏れの防止をサポートするため、柔軟かつ厳密な請求（精算）管
理、イレギュラーな回収（支払）予定変更も反映する正確な回収（支払）予定管理、入金（支払）消込業務の効率化を
実現します。

【受注伝票】 【売上伝票】

●受注・発注管理の本稼働を支援
受注後に発生する煩雑な業務（在庫確認・発注業務、出荷指示、受注残管理）をサポートする機能を多数搭載。

受注・発注管理の本格稼動
売掛金（買掛金）管理の徹底をサポート

商品管理の充実
幅広い業種に対応し、きめ細かな商品管理を実現

業務プロセスの改善
正確でスピーディな業務プロセスを意識した機能を搭載

業務処理統制の強化
データの安全性、信頼性の確保を実現

◆商品コード桁数 ：15桁
国際標準商品コード (GTIN) の14桁にも対応可能。

◆商品名：36文字

◆商品名２・３・・・型番やサイズ、色など登録可能

◆商品コード2・3・・JANコードやメーカーコードなど登録可能
◆有効期間・・・・・商品の有効期間管理が可能

◆下記のような数量換算設定が可能
入数 × 箱数 ＝ 数量

バラ(入数)×ボール(入数2)×ケース(箱数)＝数量

【主な機能】
◆複数の受注伝票分を1枚の売上伝票として
計上ならびに出荷可能
◆仕入先が特定されていない商品の同時発注が可能
◆受注時点で納品書を出力して倉庫へ送付可能

業務プロセスを改善・効率化するための機能・操作性を追求し、データの安全性
信頼性を確保するシステムへ



3.3.業務処理統制の強化業務処理統制の強化

●チェック機能・情報保護機能

原価割れや与信額を超えた伝票入力、また、請求書発行後の伝票修正を未然に防ぎます。

セキュリティ管理機能として、利用者ごとの入力制限や、ID管理・ログ管理を実現しています。

不正処理や入力ミスを防止する機能を実装し、業務処理を統制

4.4.管理・分析機能の向上管理・分析機能の向上 日々の蓄積されたデータを活用・分析し、戦略立案をサポート

主な仕様

1～5売価No指定可能数

各区分1～5商品区分マスター数

10文字商品名2～3

36文字商品名

英数カナ4～15桁商品コード2～３

英数カナ4～15桁商品コード

商品

無制限１会社領域で保持する期間基本

各区分1～5仕入先区分マスター数

28文字仕入先名２

32文字仕入先名１

仕入先

各区分1～5得意先区分マスター数

28文字得意先名２

32文字得意先名１

得意先

【チェック機能】各伝票ごとに設定可能
◆原価割れチェック設定 （しない・警告・登録禁止）
◆与信額チェック設定 （しない・警告・登録禁止）
◆在庫割れチェック設定 （しない・警告・登録禁止）
◆伝票No重複チェック (しない・する）

●入力制限・セキュリティ機能

【保護機能】
◆請求情報保護 （しない・する）
◆請求済伝票の修正許可 （しない・する）
◆精算情報保護 （しない・する）
◆精算済伝票の修正許可 （しない・する）

【入力制限機能】利用者ごとに設定可能
◆メニューごとの入力制限
◆※NETWORK Editionのみ搭載↓
メニューごとの入力・表示・ボタン項目に対する制限
（設定できる項目はメニューにより異なります）

【ID管理】
◆パスワード最小文字設定・パスワード有効期間設定

【ログ管理】
◆認証ログ ◆メニューログ ◆アクションログ

蓄積された販売・仕入データを推移表や対比表、ABC分析など豊富な管理帳票として出力できます。

複数年
データ

【データ有効活用】
◆複数年データを保持
◆部門、担当者、プロジェクトなど多面的な側面から分析が可能
◆複数年データを利用した売上（仕入）推移や2期間比較が把握可能
◆帳票の二次加工のための、EXCELダイレクト転送機能を搭載

セミナー

ポイント

データの有効活用と言う観点から奉行ⅰシリーズは複数年殿過去データを保持することができるよう
になりました。これにより3年前からの推移表などデータ分析機能が向上。更にデータ不正を防止する
請求（支払）締処理後、データの登録、修正、削除ができないような設定機能も追加。従来の奉行21シ
リーズより大幅に機能アップした商奉行i/蔵奉行iシリーズを是非ご覧ください。


